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VOL .5市制 60周年記念特別企画

寄
稿
者
　七
野
　大
一

監
修
　 佐
野 

謙
太
郎

　市制60周年を記念して「高石の歴史を紐解くコラム」を毎月連載します。長い年月をこえて受け継がれてきた高石の記憶を、
皆さんと一緒にたどっていきましょう。

浜
寺
由
来
の
幻
の
寺 

大
雄
寺

次回の高石の歴史を紐解くコラムは、「綾井城と專稱寺」です。お楽しみに！

　
南
北
朝
時
代
の
昔
︑高
石
に
は
大
き
な
お
寺﹁
大
雄
寺
﹂が
あ
り
ま
し
た
︒

こ
の
お
寺
は
正
平
年
間(

１
３
４
６
年
~
１
３
７
０
年)

の
初
頭
に
南
朝

の
後
村
上
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
三
光
国
師(

孤
峰
覚
明)

が
建
立
し
た
七

堂
伽
藍
を
備
え
た
禅
宗
寺
院
で
す
︒

　
そ
の
寺
域
は
髙
石
神
社(

高
師
浜
４
丁
目
１)

北
側
を
中
心
に
堺
の
船
尾

辺
り
ま
で
の
広
大
な
敷
地
で
︑
寺
院
の
開
堂
の
日
に
は
後
村
上
天
皇
が
臨

幸
し
︑
南
朝
方
の
貴
族
官
人
の
多
く
が
列
席
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　
そ
の
こ
ろ
の
高
石
地
域
は
南
北
朝
内
乱
の
最
も
激
し
い
戦
乱
地
帯
と

い
っ
て
も
よ
く
︑
和
泉
に
お
け
る
南
朝
方
の
拠
点
的
寺
院
と
し
て
北
朝
方

の
拠
点
的
寺
院
の
家
原
寺(
堺
市
西
区)

と
対
峙
し
ま
し
た
︒そ
の
後
︑
時

代
は
室
町
か
ら
戦
国
に
入
り
︑
争
乱
が
繰
り
返
さ
れ
る
過
程
で
次
第
に
寺

院
は
荒
廃
し
て
い
き
︑歴
史
か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
︒

　
こ
の
時
代
︑
南
朝
が
拠
点
を
置
い
て
い
た
吉
野
に
は
日
雄
寺
﹁
山
の

寺
﹂が
あ
り
︑
同
じ
南
朝
方
の
大
雄
寺
は
海
岸
沿
い
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら 

﹁
浜
の
寺
﹂と
称
さ
れ
︑
現
在
の﹁
浜
寺
﹂地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
明
治
６
年(

１
８
７
３
年)

開
園
の
日
本
最
古
の
公
立
公
園
の
一

つ
で
あ
る
浜
寺
公
園
は
大
雄
寺
の
寺
域
跡
と
思
わ
れ
ま
す
︒

　
浜
寺
の
由
来
に
つ
い
て
は
︑
大
正
４
年(

１
９
１
５
年)

地
元
の
有
志

﹁
高
石
温
故
会
﹂の
調
査
研
究
に
よ
り
文
献
史
料
に
ま
と
め
ら
れ
︑
大
雄
寺

旧
跡
を
伝
え
る
石
碑(

高
師
浜
１
丁
目
４)

も
建
立
さ
れ
ま
し
た
︒ま
た
︑

高
師
浜
１
丁
目
16
の
金
松
山
海
光
院
大
王
寺
は
宗
派
こ
そ
異
な
り
ま
す

が
︑
寺
号
か
ら
み
て
も
大
雄
寺
と
関
係
深
い
歴
史
あ
る
寺
院
と
思
わ
れ
︑

他
に
第
七
区
加
茂
墓
地(

加
茂
２
丁
目
６)

に
は
大
雄
寺
ゆ
か
り
の
も
の

と
さ
れ
る
石
仏
も
現
存
し
て
い
ま
す
︒

　
現
在
で
は
浜
寺
の
地
名
や
公
園
な
ど
を

含
め
︑
わ
ず
か
に
そ
の
面
影
を
残
す
限
り

で
す
が
︑
高
石
温
故
会
の
ご
尽
力
に
よ
り

蘇
っ
た﹁
幻
の
大
雄
寺
﹂は
後
世
に
受
け
継

ぐ
べ
き
高
石
歴
史
遺
産
の
一
つ
で
す
︒

だ
い
ゆ
う
じ/

だ
い
お
う
じ

ご
む
ら
か
み

ち
ょ
く
が
ん

し
ょ
う
へ
い

さ
ん
こ
う
こ
く
し
こ
ほ
う
か
く
み
ょ
う

し
ち

ど
う
が
ら
ん

か
い
ど
う

こ
う

え
ば
ら
じ

た
い
じ

ひ
ゆ
う
じ

き
ん
し
ょ
う
ざ
ん
か
い
こ
う
い
ん
だ
い
お
う
じ

問合先　地域創生課☎（275)6082　

※書家・画家としても有名で京都相
国寺の僧侶の石橋本獨山禅師に石碑
の題字をいただきました。
ぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。

※書家・画家としても有名で京都相
国寺の僧侶の石橋本獨山禅師に石碑
の題字をいただきました。
ぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。 り

ん

市民生活の土台となる街の景観や環境の質を高めていくことが重要ですが、ゴミや吸い殻のポイ捨てが街の魅力やイメージを損なう要因となっ
ています。このため、ひとりひとりが「自分たちのまちを自分たちで守り、育てる」という意識を持ち、市民・団体・行政が一体となった街の美化清
掃活動をこれまで以上に強化・推進してまいります。具体的には、「ごみゼロアプリ」を活用して、清掃活動を開始してみませんか。

たかいしクリーンアップキャンペーン

アプリのダウンロードは
こちら▶

実施中

問合先　環境政策課☎（275）6834

清掃活動の
見える化
清掃活動の
見える化

ごみを
拾った場所
ごみを

拾った場所

清掃活動記録清掃活動記録

みんなできれいなまちづくりみんなできれいなまちづくり

市制 60 周年記念オリジナル婚姻届 配布中！
令和

令和

令和

令和

届出人署名

(※押印は任意）

（※押印は任意）

(

父母及び養父母
の　氏　名

父母との続き柄

右記の養父母以外にも
養父母がいる場合には
その他の欄に書いてください)

養父

養父

養母

養母養　子

養　女

成 、

鉛筆や消えやすいインキで書かないでください。 大阪府高石市長　殿

(方書)

(方書)
号

号

(方書)
号 (方書)

号

押印する場合は

ご結婚おめでとうございますお二人の新たな生活がスタートされますことを高石市民を代表して
心からお祝い申し上げ心配事等いつでも市役所へお尋ねください
末永いご健康とご多幸をお祈りしています高石市長　畑中　政昭
ご結婚おめでとうございます末永いお幸せをお祈り申し上げます高石市役所　職員一同

ふたり　はじまり　 特別　一枚　
背景に本市の花や木である菊や松をあしらい、市制６０周年記念ロ

ゴと本市からのお祝いメッセージを記載しました！

問合先　市民課☎（275）6219

お二人の大切な門出に、ぜひご利用ください！

市役所 市民課で 5/1 より配布

を、 な で。の
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第
１
号
被
保
険
者
へ
の 

独
自
給
付
を
ご
存
知
で
す
か

▼
死
亡
一
時
金

　
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険

料
を
３
年
以
上
納
め
た
方
が
、
何

の
年
金
も
受
け
ず
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い

た
遺
族（
配
偶
者
、
子
な
ど
）に
支

給
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、そ
の
遺
族

が
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
遺
族
基
礎
年
金

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
亡
く
な

ら
れ
た
と
き
に
、
そ
の
方
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
「
子

の
あ
る
配
偶
者
」ま
た
は「
子
」に

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方

②�

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

で
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
③�

老
齢
基

礎
年
金
の
資
格
期
間
が
25
年
以
上

あ
る
方

※�

①
②
の
場
合
は
、
死
亡
月
の

前
々
月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間

の
う
ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間

と
免
除
期
間（
納
付
猶
予
期
間・

学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）

を
合
わ
せ
た
期
間
が
３
分
の
２

以
上
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

ま
た
は
、
死
亡
月
の
前
々
月
ま

で
の
直
近
の
１
年
間
に
保
険
料

の
未
納
が
な
い
場
合
で
も
受
給

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
子
と
は
18
歳
到
達
年
度

の
末
日
ま
で
の
子
、
ま
た
は
20
歳

未
満
で
障
が
い
等
級
が
１
級
も
し

く
は
２
級
の
状
態
に
あ
る
子
を
い

い
ま
す
。

▼
寡
婦
年
金

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間

（
免
除
期
間
を
含
む
）が
10
年
以
上

あ
る
夫
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

に
、
10
年
以
上
婚
姻
関
係
が
継
続

し
て
お
り
、
夫
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
妻
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
支
給
期
間
は
60
歳
か
ら
65
歳
ま

で
の
間
で
、
夫
の
第
１
号
被
保
険

者
期
間
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た

老
齢
基
礎
年
金
額
の
４
分
の
３
で

す
。寡
婦
年
金
と
死
亡
一
時
金
の

両
方
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
ど
ち

ら
か
一
方
を
選
択
し
て
受
給
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

２
４
１
ま
た
は
堺
西
年
金
事
務
所

☎︎（
243
）７
９
０
０

保
険
料
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を

　
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
、

原
則
的
に
指
定
し
た
口
座
か
ら
自

動
的
に
月
々
の
保
険
料
が
引
き
落

と
さ
れ
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座

振
替
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
ご
利
用
が
ま
だ
の

方
は
、
健
幸
増
進
課
ま
た
は
取
扱

金
融
機
関
の
各
窓
口
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
は
、
通
帳
・
通
帳
届
出

印
・
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格

確
認
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。ゆ

う
ち
ょ
銀
行
を
指
定
の
方
は
、
郵

便
局
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓
口
で

の
み
手
続
き
が
可
能
で
す
。ま
た
、

一
部
金
融
機
関
の
場
合
、
健
幸
増

進
課
の
窓
口
に
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
で
の
利
用
登
録
も
可
能
で

す
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

３
７
４

市役所からのお知らせ

高
石
ニ
ュ
ー
ス

高
石
ニ
ュ
ー
ス

号外

文
字
編
集
が
可
能

文
字
編
集
が
可
能

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

・
か
ん
き
株
式
会
社
様

寄
贈
　
災
害
時
対
応
型
避
難
所
用

ベ
ッ
ド(

２
台
合
計
��
万
１
５
６

０
円
相
当)

寄
附
対
象
事
業
　
安
全
と
安
心
が

実
感
で
き
る
強
く
し
な
や
か
な
ま

ち
を
創
る
事
業

・
株
式
会
社
ア
ド
バ
ン
様

寄
附
額
　
��
万

寄
附
対
象
事
業
　
子
育
て
支
援
施

策
事
業

・
堀
富
商
工
株
式
会
社
様

寄
附
額
　
��
万

寄
附
対
象
事
業
　
地
域
防
災
支
援

事
業

寄
贈
　
組
み
立
て
式
給
水
タ
ン
ク

(

１
台 

��
万
円
相
当)

寄
附
対
象
事
業
　
安
全
と
安
心
が

実
感
で
き
る
強
く
し
な
や
か
な
ま

ち
を
創
る
事
業

毎日新聞 2026 年 2 月 27 日大阪版発行記事に掲載されました。許諾番号 C����� 朝日新聞 2026 年 3 月 26 日 .23 面一般記事に掲載されました。
承諾番号 26-0761  ※朝日新聞社に無断で転載することを禁じる

問合先　
地 域 創 生 課
☎（���)����
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７
月
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振
替

や
納
付
書
に
よ
る
納
付
）
が
始
ま

り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
は
、

普
通
徴
収
分
に
つ
い
て
は
暫
定
保

険
料
が
な
い
た
め
、
４
月
か
ら
６

月
の
間
は
口
座
振
替
や
納
付
書
に

よ
る
納
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ

し
、
過
年
度
分
に
対
す
る
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
過
年
度
分
の
口
座

振
替
は
不
可
の
た
め
、
納
付
書
を

送
付
し
ま
す
。

　
７
月
中
旬
に
令
和
８
年
度
の
保

険
料
決
定
通
知
等
を
送
付
し
ま
す

が
、普
通
徴
収
の
み
の
方
は
、年
間

保
険
料
を
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
９
回
で
納
付
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

３
９
２

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
を
ご
検
討

く
だ
さ
い

　
お
手
元
の
資
格
確
認
書（
桃
色
）

の
有
効
期
限
は
令
和
８
年
７
月
31

日
ま
で
で
す
。こ
の
機
会
に
保
険

証
と
し
て
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

市役所からのお知らせ

利
用
登
録
は
、医
療
機
関・薬
局
の

窓
口
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
や
セ
ブ

ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
可
能
で
す
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に
よ

り
、過
去
の
お
薬・診
療
デ
ー
タ
に

基
づ
く
よ
り
良
い
治
療
が
受
け
ら

れ
、突
然
の
手
術・入
院
で
も
高
額

支
払
い
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、緊
急
搬
送
時
に
適
切
な

応
急
処
置
や
病
院
の
選
定
な
ど
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
先　
健
幸
増
進
課
☎（
275
）６

３
７
４

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の　

納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
本
年
１
月
１
日
現
在
で
、
市
内

に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
方
に
、
令
和
8
年
度

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納

税
通
知
書
を
５
月
初
旬
に
送
付
し

ま
す
。

　
な
お
、免
税
点
未
満（
課
税
標
準

額
で
土
地
30
万
円
、家
屋
20
万
円
、

償
却
資
産
１
５
０
万
円
未
満
）の

場
合
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
納
税
通
知
書
の
固
定
資
産
課
税

明
細
書
に
は
、土
地
一
筆
、家
屋
一

棟
単
位
で
そ
れ
ぞ
れ
所
在
地
番
、

面
積
、
税
額
等
を
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
内
容
に
誤
り
が
な
い
か

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課
☎（
275
）６
１
０

９自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で

の
運
行
は
法
令
違
反
で
す

　
自
賠
責
保
険
・
共
済
は
原
動
機

付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動

車
１
台
ご
と
に
、
自
動
車
損
害
賠

償
保
障
法
に
基
づ
き
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。万
一
の
自

動
車
事
故
の
際
に
、
加
害
者
の
賠

償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
被
害

者
の
基
本
的
な
賠
償
を
保
障
す
る

制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
救
済
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
四
輪
車
は
も
ち
ろ
ん
、
車
検
制

度
の
な
い
２
５
０
ｃ
ｃ
以
下
の
バ

イ
ク（
原
動
機
付
自
転
車・軽
二
輪

自
動
車
）は
有
効
期
限
切
れ
、か
け

忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　
　

※
自
賠
責
保
険
の
加
入
手
続
き
は

　
市
役
所
で
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

　
自
賠
責
保
険
の
取
扱
代
理
店
で

　
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課
☎（
275
）６
０
９

７

要件：子育て世帯若しくは若者世帯が６ヵ月以上使用さ
れていない空家を購入した場合
※子育て世帯(18歳未満の子を同居・扶養している世帯)。夫婦のい
ずれかが39歳以下の夫婦で構成されている世帯。

空き家　　　補助（旧：30万円→新：最大　　　万円）

問合先　都市計画課☎（275）6479

空き家への補助支援を拡充しました空き家への補助支援を拡充しました

その他、耐震診断補助、耐震改修補助、ブロッ
ク塀除却などの補助があります。詳しくは、都
市計画課住宅政策係までお問合せください。

要件：第３者への売却を目的とし、空き家の土地・建物の
相続に係る登記等をする場合

相続登記補助（最大　　万円）

要件：第３者への売却を目的とし、空き家やその敷地内
と隣接する土地の境界確定に必要な測量をする場合

境界確定補助（最大　　万円）

防災・防犯上危険な住宅や人口減少問題を解決するために、空き家の利活用を推進しております。
そこで、住宅のストックを有効に活用するために、空き家に対する支援を拡充しました。

新設

要件：第３者への売却を目的とし、空き家やその敷地内
にある家財道具などの一般廃棄物の整理をする場合

　　　　　補助（旧：5万円→新：　　万円）

拡充

拡充 新設

要件：昭和56年5月31日以前に建築された建築物で空き家（6ヵ月
以上使用実績がないこと）となっている木造住宅を解体する場合

空き家　　　補助（旧：40万円→新：最大　　　万円）

拡充

購入

不要物撤去 10

除却 100

10

10200
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固
定
資
産
税
等
の
減
免

　
自
ら
住
ん
で
い
る
自
己
居
住
用

資
産（
土
地
・
家
屋
）を
所
有
し
て

い
る
方
の
う
ち
、
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
は
、
申
請
に
よ
り

当
該
資
産
の
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
２
分
の
１
が
減
額
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
１
月
１
日
現
在
で
、
所
有
者
が

寡
婦
、
ひ
と
り
親
、
特
別
障
が
い

者
、
ま
た
は
65
歳
以
上
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
こ
と
②
所
有
者
及
び
所

有
者
と
生
計
を
一
に
す
る
す
べ
て

の
方
の
、
前
年
中
の
所
得
金
額
が

所
定
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
③
所

有
者
が
自
己
居
住
用
資
産
以
外
の

固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
こ

と
④
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税

の
合
計
年
税
額
が
５
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
⑤
自
己
居
住
用
家
屋
の

延
床
面
積
が
70
㎡
以
下
で
あ
る
こ

と※
申
請
は
第
1
期
納
期
限
ま
で
に

　
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
税
務
課
☎（
275
）６
１
０

９6
月
１
日
は
自
動
車
税
の
納
期
限

で
す

　
納
付
書
の
表
面
に
印
字
さ
れ
て

い
る「
ｅ
Ｌｰ

Ｑ
Ｒ
」等
を
利
用
し

て
納
付
が
で
き
ま
す
。府
税
を
現

金
で
納
付
す
る
場
合
は
、
金
融
機

関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
府
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎（
０
５
７
０
）０
２
０
１

５
６

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
に
つ
い
て

▼
特
別
障
害
者
手
当

対
象　
日
常
生
活
で
常
に
特
別
な

介
護
が
必
要
な
在
宅
の
重
度
障
が

い
者
で
20
歳
以
上
の
方
（
福
祉
施

設
入
所
者
及
び
一
定
期
間
入
院
し

て
い
る
方
を
除
く
）

支
給
額　

月
額
3
万
４
５
０
円

（
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月
に
支

給
）

▼
障
害
児
福
祉
手
当

対
象　
日
常
生
活
で
常
に
特
別
な

介
護
が
必
要
な
在
宅
の
重
度
障
が

い
者
で
20
歳
未
満
の
方
（
福
祉
施

設
入
所
者
を
除
く
）

支
給
額　
月
額
１
万
６
５
６
０
円

（
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月
に
支

給
）

※
い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
制
限
が

　
あ
り
ま
す
。ま
た
、申
請
に
は
各

　
手
当
認
定
用
の
診
断
書
が
必
要

　
で
す
。

問
合
先　
高
齢
・
障
が
い
福
祉
課�

☎（
275
）６
２
９
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休

日
交
付
窓
口

日
時　
6
月
14
日
の
い
ず
れ
も
午

前
9
時
〜
正
午

場
所　
市
役
所
本
館（
１
階
）

取
扱
業
務　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
取
り
な
ど

※
年
間
休
日
窓
口
の

　

日
程
は
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
市
民
課
☎(

275)
６
２
１

２

お
知
ら
せ

子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

今月が納期限の税金

〈固定資産税〉：第1期分　　　
〈都市計画税〉：第1期分　　　
〈軽自動車税〉：全期分

6月1日までにお近くの�
金融機関またはコンビニエンス�
ストア等で納めてください。
問合先　税務課☎（275）6094

泉大津市・高石市・忠岡町の
気になる情報をお届けします！

忠岡みなとマーケット
～新鮮なお魚がここに～

　

新鮮なお魚はもちろん、美味しい海産物料理
もご用意して皆さまのお越しをお待ちして
います。フリーマーケットも開催します。
日時　5月 31日（日）9:00~15:00
場所　忠岡港（忠岡町新浜1丁目8番11号）
問合先　忠岡漁業協同組合
　　　　☎0725（32）0459

こども走り方教室２０２６神社をめぐり、泉大津の魅力
を見つけてみませんか？

　泉大津市内 4 つの神社とその周辺ス
ポットを紹介する観光パンフレットを
作成しました。歴史や文化にふれなが
ら、泉大津の魅力を楽しめる内容です。
各神社で御朱印シール
を集めて専用ページに
貼ることもでき、大人も
こどもも気軽にまち歩
きを楽しめます。お出か
けの際にぜひ活用して
ください。
問合先　泉大津市地域経済課
☎0725（33）1131

　”走る”ことの基本動作から丁寧に指
導致します！教室の詳細はカモンたか
いしホームページよりご確認くださ
い。ごきょうだい・お友達をお誘いの
うえ是非ご参加ください！
日時  5 月 30日（土）
場所　鴨公園
　　　※雨天時は、カモンたかいし
対象　年少～小学 1 年生：9:30-10:30
小学 2年生～小学 6年生：10:45-11:45
料金　1,500 円（税込）
問合先　カモンたかいし
            ☎ (263)2622
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太
陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電
池

の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助

　

２
０
５
０
年
を
目
途
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

の
実
現
に
向
け
、
環
境
省
の
交
付

金
を
活
用
し
、
太
陽
光
発
電
設
備

や
蓄
電
池
な
ど
を
新
た
に
設
置
す

る
個
人
・
事
業
者
へ
の
補
助
制
度

を
開
始
し
ま
す
。
補
助
対
象
設
備

ご
と
に
条
件
が
あ
り
ま
す
。
併
せ

て
企
業
立
地
等
促
進
制
度
を
活
用

い
た
だ
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

申
請
期
間　
令
和
９
年
1
月
29
日

ま
で

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

申
込
・
問
合
先　
環
境
政
策
課
☎

(

275)

６
２
５
４

雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の 

購
入
費
用
を
一
部
助
成

　
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
は
、
集
中
豪

雨
時
の
急
激
な
雨
水
流
出
を
抑

え
、浸
水
被
害
を
緩
和
し
ま
す
。貯

留
さ
れ
た
雨
水
は
、
庭
木
へ
の
散

水（
節
水
効
果
）や
打
ち
水（
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
）と
し
て
利

用
で
き
る
ほ
か
、
災
害
時
に
は
飲

用
水
以
外
の
生
活
用
水
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。雨
水
貯
留
タ
ン
ク

の
設
置
を
お
考
え
の
方
は
、
購
入

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
住
宅
を
所
有
し
、

1
基
あ
た
り
の
容
量
が
80
ℓ
以
上

の
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
購
入
さ
れ

て
6
ヵ
月
以
内
の
方

※
賃
貸
住
宅
の
場
合
も
土
地
・
建

　
物
の
所
有
者
の
同
意
が
あ
れ
ば

　
設
置
で
き
ま
す
。

助
成
額　
購
入
金
額
の
３
分
の
２

ま
た
は
タ
ン
ク
容
量（
ℓ
）×
２
０

０
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額

（
上
限
4
万
円
）

申
込
・
問
合
先　
11
月
30
日
ま
で

に
下
水
道
課
☎(

275)
６
４
２
４

6
月
3
日
午
前
11
時
頃
に
市
内
の 

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
放
送
が
流
れ
ま
す

　
地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど

の
発
生
時
に
備
え
、
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。こ
れ

は
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）を
用
い
た
訓
練
で
、高

石
市
以
外
の
全
国
の
地
域
で
も
同

様
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
合
先　
危
機
管
理
課
☎（
275
）６

２
４
５

「
令
和
８
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス

ｰ

活
動
調
査ｰ

」を
実
施
し
ま
す

　

令
和
8
年
6
月
1
日
現
在
で
、

「
令
和
8
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス
‐

活
動
調
査
‐
」を
実
施
し
ま
す
。全

国
す
べ
て
の
事
業
所
・
企
業
が
対

象
の
経
済
活
動
の
実
態
を
把
握
す

る
た
め
に
行
う
5
年
に
一
度
の
大

規
模
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
経
営
支
援
制
度

や
各
種
補
助
金
の
検
討
材
料
、
防

災
対
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
の

基
礎
資
料
の
ほ
か
、
民
間
に
お
い

て
新
規
店
舗
の
出
店
計
画
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
も
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
用
の
書
類
が
届
き
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご

回
答
く
だ
さ
い
。

※
紙
の
調
査
票
を
ご
希
望
の
方
は

　
調
査
員
の
訪
問
を
お
待
ち
く
だ

　
さ
い
。

問
合
先　
総
務
課
☎(

275)

６
３
９

４支
援
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
市
内
の
公
立
幼
稚
園
・
小
中
学

校
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
や
個
々
の
障
が
い
の
状
況

に
応
じ
た
適
切
な
指
導
や
支
援
を

行
い
、
支
援
を
必
要
と
す
る
こ
ど

も
た
ち
の
主
体
的
な
社
会
参
加
・

自
立
に
つ
な
げ
る
支
援
教
育
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
校
に
通
級
指

導
教
室
を
設
置
し
、
言
語
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
課
題
の
あ

る
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
も
進
め

て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
こ
ど
も
た
ち
が
、
と

も
に
学
び
、支
え
あ
い
、生
き
る
力

を
育
む
教
育
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

問
合
先　
学
校
教
育
課
☎（
275
）６

４
３
４

学
校
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
ま
し
た

　
学
校
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
い

た
し
ま
し
た
。学
校
・
保
護
者
・
医

療
機
関
が
連
携
し
、
正
確
な
情
報

の
共
有
と
万
全
の
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
令
和
9
年
4
月
よ
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

問
合
先　
教
育
総
務
課
☎（
275
）６

４
２
８

　令和7年度の無料普通ごみ処理券（緑色）を使い切らずに残されて
いる場合、15枚（1シート）をトイレットペーパー2ロールに、30枚
（2シート）を30リットルのごみ袋1セット（10枚）に交換します。な
お、15枚（1シート）に満たない場合でも、8枚以上あればトイレット
ペーパー1ロールと交換します。

※土・日も実施

時間　9：30～16：30
会場　市役所別館（１階）
持物　お持ち帰り用の袋
※必ずお持ちください

水

交 換 期 間

問合先　環境政策課☎（275）6834

無料普通ごみ処理券を

令和７年度の余った

日用品と交換します
5月13日から5月19日

火
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子
育
て
ナ
ビ

健
康
だ
よ
り

相
談
窓
口

募
集
と
案
内

ア
プ
ラ
ホ
ー
ル

図
書
館

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

市役所からのお知らせ

消費生活センターだより
C o n s u m e r  s e r v i c e  c e n t e r  n e w s l e t t e r太陽光発電システムの点検商法に注意

休業日 土・日曜日、祝日

■ 太陽光発電システムの定期的な点検は重要ですが、「点検が義務化された」など
契約を迫るセールストークには慎重に対応しましょう。
■ 「点検は義務」と言われても安易に契約せず、まずは設置した事業者へ相談し、点
検の要否を確認しましょう。
■ 点検やメンテナンスの契約をする場合は、その場で契約せず、複数社から見積も
りを取り検討しましょう。

時　間 9：00～16：45

☎（267）5501
場　所 市役所本館２階

困ったときは、
消費生活センターへ

※独立行政法人国民生活センター「見守り新鮮情報　第534号」から抜粋・イラスト黒崎玄

※休業日は「消費者ホットライン」
　  ☎188へお問い合わせください

※来庁をご希望される場合は事前
　 にお電話ください

　突然、業者が訪問し「太陽光パネルの点検が法律で義務化されたので、太陽光設備を無料で点検する。
パネルによる火災事故が起こっている」などと説明された。後日、業者が改めて来て、ドローンを飛ばし
て太陽光パネルを点検した。業者から「ドローン点検の結果、太陽光パネルを長期使用するためには洗
浄とコーティングが必要」と説明され、言われるがまま約 40万円の契約をした。ネットで調べた家族
から、だまされているので解約をするように言われた。業者の説明が虚偽なら解約したい。（80歳代）

みんない
っしょに生きる社会を施行から10年

～「部落差別の解消の推進に関する法律」～

Ｊ
Ａ
い
ず
み
の
と
の
協
働
事
業

特
定
健
診
特
典
付
定
期
貯
金

　

期
間
中
に
特
定
健
診
等
を

受
診
し
、
ス
ー
パ
ー
定
期
貯
金

（
20
万
円
〜
１
０
０
万
円
）
を

新
規
で
預
け
る
と
、
農
協
全
国

商
品
券
を
１
０
０
０
円
分
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間　

令
和
９
年
３
月
31
日

ま
で

対
象　

高
石
市
の
国
民
健
康

保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す

る
40
歳
以
上
の
方

　

詳
細
は
Ｊ
Ａ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
本
店
へ

問
合
先　

Ｊ
Ａ
い
ず
み
の
本

店
☎
０
７
２（
４
３
９
）２
３

８
１

日
赤
活
動
資
金
に
ご
協
力
を

　

日
本
赤
十
字
社
の
災
害
救

護
、
国
際
活
動
、
医
療
事
業
、

血
液
事
業
等
の
活
動
は
、
皆
様

か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

活
動
資
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
赤
十
字
運
動
の

活
動
資
金
を
募
集
し
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
社
会
福
祉
課
☎︎(

275)

６
２
８
３

　

部
落
差
別（
同
和
問
題
）は
、
日
本
社
会
の
歴
史
的
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た

身
分
差
別
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の
人
々
が
、
長
い
間
、
経
済
的
、
社
会

的
、
文
化
的
に
低
い
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
同
和
地
区
と
呼

ば
れ
る
地
域
の
出
身
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
結
婚
を
反
対
さ
れ
た

り
、
就
職
な
ど
の
日
常
生
活
の
上
で
差
別
を
受
け
た
り
す
る
な
ど
し
て
い
る
、

我
が
国
固
有
の
人
権
問
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
部
落
差
別
の
解
消
を
推
進
す
る
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」が
、平
成
28（
２
０
１
６
）年
12
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法
第
６
条
に
基
づ
き
実
施
し
た
「
部
落
差
別
の
実
態

に
係
る
調
査
」の
結
果
に
よ
れ
ば
、部
落
差
別
の
実
態
と
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
お
け
る
特
定
個
人
や
不
特
定
者
を
対
象
と
す
る
誹
謗
中
傷
等
の
差

別
表
現
や
、
結
婚
・
交
際
の
場
面
に
お
け
る
差
別
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
、

正
し
い
理
解
が
進
む
一
方
で
偏
見
・
差
別
意
識
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い

る
こ
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
部
落
差
別
関
連
情
報
を
閲
覧
し
た
方
の
一

部
に
は
差
別
的
な
動
機
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
４
年
に
国
が
実
施
し
た「
人
権
擁
護
に
関
す
る
世
論
調
査
」で
は
、
部

落
差
別
・
同
和
問
題
が
存
在
す
る
理
由
と
し
て
、「
昔
か
ら
あ
る
偏
見
や
差

別
意
識
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
し
ま
う
人
が
多
い
か
ら
」が
６
０
．９
％

と
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
以
下
に
は
、「
部
落
差
別
・
同
和
問
題

の
知
識
が
な
か
っ
た
り
、
無
関
心
だ
っ
た
り
す
る
人
が
い
る
か
ら
」「
こ
れ
ま

で
の
教
育
や
啓
発
が
十
分
で
な
か
っ
た
か
ら
」な
ど
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

偏
見
や
差
別
意
識
に
基
づ
く
行
為
は
、
他
人
の
人
格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る

も
の
で
あ
り
、決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

　

部
落
差
別（
同
和
問
題
）を
正
し
く
理
解
し
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

	
	

人
権
・
生
活
相
談
課
☎（
275
）６
２
７
９

市役所からのお知らせ


